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　 3)炭 酸ガスレーザーがラッ ト脛骨チタンイン

プラン トのオッセオインテグレーションに

及ぼす影響

　　　　　　　　　　　　　　　　 ○金子　友紀

　　　　　　　　　　　(奥羽大 ・大学院・保存修復)

【目　 的】歯科用インプラン トの成功には充分な

オッセオインテグレーシ ョンが必要である。重力

や電気刺激のメカニカルフォースには骨形成促進

作用があることが報告 されている。今回我々はメ

カニカル フォースとして炭酸ガスレーザーを用い

た際,チ タンインプラン トと骨のオ ッセオインテ

グ レーションにどの様な影響を及ぼすかについて

解析 した。

【材料 と方法】10週 齢 メスSDラ ッ ト45匹の両

側脛骨にエーテル麻酔下にてチタンインプラント

(直径1.19mm× 長 さ1.5mm)を 埋入 した。術

後1日 目より左側脛骨埋入部皮膚上より炭酸 ガス

レーザー(出 力0.5W,照 射時間60秒,30J)に て

週3回 照射 を行い実験群 とし,反 対側には照射 を

行わず対照群 とした。その後各群5匹 ずつ1・2・

4週 にて試料を回収。 トルク試験グループは軟X

線写真撮影・トルク値測定を行い,脱灰切片グルー

プでは固定後 連続切 片 を作 製 しHE染 色及 び

2011

SOSTに 対する免疫組織化学染色を行った。 また

非脱灰切片グループにおいては屠殺2日 前 と5日

前にカルセインの投与 し骨形態計測 を行った。

【結果 と考察】実験群では対照群 と比較 して2週

目において有意 に高い トル ク値 を示 したが1・4

週 目において差 はみ られなかった。軟X線 写真

所見では2週 目において対照群 と比較 して,骨 髄

側のインプラン ト体周囲に限局した不透過像がみ

られた。 さらにHE染 色像 において も実験群2

週 目で対照群 と比較 して骨髄側 インプラン ト体周

囲に幼若骨の形成 がみ られた。 またS0STの 免

疫染色では実験群2週 目において対照群 と比較 し

て骨髄側のインプラン ト体周囲の新生骨の骨細胞

における発現の減少が認められた。骨形態計測に

おいて も2週 目で実験群において対照群 と比較 し

て高い骨形成量がみ られた。 これ らの結果 より

レーザー照射がインプラント体周囲の骨代謝に作

用することが推察 された。

【結　論】炭酸ガスレーザーによってチタンイン

プラン トのオ ッセオイテグレーションが促進 され

ることが示唆 された。
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